
ン
収
容
所
へ
転
属
。

四
月
初
め
帰
国
の
準
備
に
入
り
、
ナ
ホ
ト
カ
へ
二
～
三
日
の

後
、
い
よ
い
よ
港
へ
。
岸
壁
に
着
い
て
い
た
「
大
郁
丸
」
の
日

の
丸
を
見
た
と
き
の
感
激
は
今
で
も
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。
船

上
で
待
ち
受
け
て
い
た
看
護
婦
さ
ん
の
白
衣
の
ま
ば
ゆ
か
っ
た

こ
と
が
想
い
出
さ
れ
る
。
四
月
十
日
、
舞
鶴
へ
上
陸
。
十
五

日
、
故
郷
へ
帰
郷
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

抑
留
体
験
記
　 

島
根
県
　
内
藤
潔
　 

私
は
、
島
根
県
大
原
郡
木
次
町
に
お
い
て
大
正
十
三
年
十
月

十
三
日
出
生
。
木
次
町
立
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
青
年
学

校
本
科
四
年
卒
業
。
昭
和
十
四
年
十
一
月
、
鉄
道
省
大
阪
鉄
道

局
米
子
運
転
部
木
次
機
関
区
、
機
関
士
見
習
と
な
る
。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
日
、
特
別
幹
部
候
補
生
志
願
合
格
、

中
部
第
一
一
〇
部
隊
第
三
一
航
空
通
信
連
隊
第
一
期
生
（
兵
庫

県
篠
山
町
）
四
カ
月
の
教
育
を
受
け
た
後
渡
満
。
満
州
新
京
市

第
二
航
空
軍
教
育
隊
（
第
一
六
六
九
四
部
隊
）
河
本
隊
和
泉
区

隊
第
一
班
へ
配
属
、
昭
和
二
十
年
六
月
三
十
日
、
教
育
終
了
。

第
二
気
象
連
隊
へ
転
属
、
満
州
新
京
南
領
八
三
九
八
部
隊
へ
。

同
日
付
で
チ
チ
ハ
ル
第
二
中
隊
（
衛
門
屯
）
飛
行
場
に
転
属

し
、
通
信
任
務
に
就
い
た
。
終
戦
の
詔
勅
は
同
所
で
聞
い
た

が
、
混
乱
は
な
か
っ
た
。

八
月
十
七
日
、
チ
チ
ハ
ル
弾
薬
庫
（
十
三
部
隊
）
集
合
、
武

装
解
除
。
九
月
二
十
七
日
ま
で
同
所
に
お
い
て
起
居
し
た
。
翌

二
十
八
日
出
発
、
チ
チ
ハ
ル
の
付
近
で
エ
ジ
ト
ン
の
駅
に
向
か

い
、
当
山
朝
富
陸
軍
大
尉
の
指
揮
下
に
入
る
。
十
月
三
日
、
千

五
百
人
の
梯
団
で
、
東
京
ダ
モ
イ
に
だ
ま
さ
れ
て
貨
車
に
詰
め

込
ま
れ
出
発
。
十
月
二
十
一
日
、
ソ
連
領
ア
ル
マ
ー
タ
に
着
い

た
。こ
こ
は
第
一
収
容
所
～
第
四
収
容
所
ま
で
あ
り
、
一
収
容
所

で
二
千
人
く
ら
い
収
容
す
る
施
設
だ
っ
た
。
日
本
人
千
五
百
人

の
他
、
ド
イ
ツ
人
、
朝
鮮
人
、
イ
タ
リ
ア
人
等
先
客
を
合
わ
せ

二
千
人
く
ら
い
と
聞
い
て
い
た
。

こ
こ
で
の
最
初
の
作
業
は
、
鋳
物
工
場
（
カ
ツ
ウ
ラ
工
場
）

で
油
倉
庫
勤
務
を
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日
よ
り
二
十
一
年
三



月
二
十
二
日
ま
で
約
四
カ
月
間
、
貨
車
積
み
の
油
を
ド
ラ
ム
缶

に
移
し
替
え
る
作
業
だ
っ
た
。
十
七
人
の
班
長
と
し
て
勤
務
し

た
が
、
そ
の
中
に
東
大
出
身
の
田
中
上
等
兵
が
い
て
、
彼
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
作
業
能
率
が
物
凄
く
上
が
り
、
一
二
〇
パ
ー
セ
ン

ト
く
ら
い
の
成
績
で
、
食
事
の
増
配
と
信
用
度
が
高
ま
り
、
そ

の
後
の
作
業
に
大
い
に
助
か
っ
た
。
ま
た
、
三
月
二
十
三
日
よ

り
一
カ
月
余
り
の
野
菜
工
場
の
作
業
で
は
、
十
五
人
の
班
長
と

し
て
、
野
菜
の
加
工
、
選
別
、
運
搬
、
漬
物
製
造
、
ま
た
各
地

収
容
所
へ
の
配
送
作
業
で
、
成
績
優
秀
、
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ

ー
で
信
用
を
得
て
、
カ
ン
ボ
ー
イ
の
引
率
な
し
で
出
入
り
が
自

由
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
鉄
■
の
仕
分
け
整
理
や
貨
車
積
み
作

業
等
に
も
信
用
を
得
て
、
五
月
に
入
っ
て
司
令
部
の
食
品
運
輸

係
の
作
業
に
就
い
た
。
以
前
は
ド
イ
ツ
人
が
や
っ
て
い
た
が
、

交
代
し
て
班
長
の
責
任
者
と
な
り
、
帰
還
ま
で
の
約
二
年
間
こ

の
作
業
を
任
せ
ら
れ
た
関
係
で
、
食
物
に
は
不
自
由
を
感
じ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
他
の
抑
留
者
と
は
違
っ
て
随
分
恩
恵

を
得
た
。

そ
の
と
き
に
得
た
食
糧
配
給
基
準
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

雑
穀
四
百
五
十
グ
ラ
ム
、
パ
ン
三
百
五
十
グ
ラ
ム
、
野
菜
八

百
グ
ラ
ム
、
肉
五
十
グ
ラ
ム
、
塩
十
グ
ラ
ム
、
砂
糖
十
八
グ
ラ

ム
が
一
日
分
と
な
っ
て
い
た
が
、
ソ
連
側
の
横
流
し
や
ピ
ン
ハ

ネ
で
実
際
に
は
大
分
少
量
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、

私
の
場
合
は
抑
留
中
の
生
活
は
比
較
的
幸
運
に
恵
ま
れ
、
先
に

も
書
い
た
よ
う
に
食
事
に
は
あ
ま
り
苦
労
し
な
か
っ
た
。

一
に
食
糧
、
二
に
被
服
、
三
に
住
居
、
四
に
衛
生
、
五
に
寒

さ
と
思
う
が
、
衛
生
面
で
の
不
都
合
が
あ
っ
た
罪
に
問
わ
れ
、

責
任
者
と
し
て
三
日
間
営
倉
に
入
れ
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
七
日
、
ア
ル
マ
ー
タ
出
港
、
ナ
ホ
ト
カ

へ
五
月
二
十
四
日
に
着
い
た
。

ナ
ホ
ト
カ
で
は
、
被
服
交
換
や
検
査
に
よ
り
持
ち
物
も
全
部

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
五
月
三
十
一
日
、
信
濃
丸
に
乗
船
。
六
月

二
日
、
舞
鶴
港
へ
上
陸
。
六
月
六
日
、
復
員
し
た
。
二
十
三
歳

だ
っ
た
。
体
の
回
復
後
、
県
の
雇
員
に
採
用
さ
れ
、
六
十
歳
の

定
年
ま
で
勤
め
、
現
在
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。




